
 

様式 C-7-2 

自己評価報告書 

 

平成 21年 4月 21日現在 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
研究分野：総合領域 
科研費の分科・細目：情報学・メディア情報学、データベース 
キーワード：情報システム、コンテンツ・アーカイブ、 計算機システム、データストレージ、情報工学、 

ウェブ情報、リンク解析、性能評価 
１．研究計画の概要 
近年情報が爆発的に増加しており、膨大な情報源

から真に必要とする情報を如何に抽出するかは、

極めて深刻な課題であり、本研究では当該課題に

挑戦すし、情報源の中でも最も増加率の高いウェ

ブ情報源に対して定量的評価基盤を構築すること

を目的とする。即ち、情報獲得に関して種々の研

究がなされているが、ウェブでは刻々とコンテン

ツが変化することから、それらの成果を再現性の

ある形で定量的に示すことは不可能であった。本

研究では、各種手法の有効性を定量的かつ再現性

を持たせた形で評価するプラットフォームを構築

する。具体的には、既に独自に開発した超高速ク

ローラ（ウェブページ収集システム）を改良し、

細粒度時系列差分スナップショットを取得し各種

テキストインデクス、種々のリンクインデクス等

を実装した高度プラットフォームを構築する。 

２．研究の進捗状況 
サイバー空間情報定量評価基盤の基本アーキテ

クチャ設計を行い、その構築を進め、基本アーキ

テクチャの部分評価を試みると同時に、再現性の

ある定量的評価手法を実現するために現在のサイ

バー空間の解析を行い、定量評価基盤への組込み

手法について検討を行った。 

1)最新のストレージ仮想化手法を用いた拡張容易

なシステムアーキテクチャ並びに格納構造の設計

を行うと共に、IP-SAN等のストレージ高速通信機

構について検討、実験を行った。 

2)定量評価結果の解釈支援を目的とし、主として

サイバー空間構造解析を対象に、サイバーコミュ

ニティ抽出，スパム解析，バーティカル検索のた

めのエンティティ抽出等のツール群を構築するべ

く研究開発を進めている．スパム構造を分析する

新たな構造解析手法の開発を行い，全ウェブ空間

におけるスパム分布の概要を明らかにした。また、

効率の良いウェブ解析のために、開発してきた超

高速ウェブクローラを改良し，各種テキストイン

デックス，特徴的グラフ様態に着目した種々のリ

ンクインデクス，並びに各種ユーティリティを実

装した高度プラットフォームを構築を開始した。 
３．現在までの達成度 
当初の計画では、三年度を目指し、サイバー空

間解析ツール群の充実とサイバー空間情報蓄積を

行う予定であったが、蓄積された情報を用いてス

パム構造を分析するに至っており、当初の計画以

上に進展している。 
４．今後の研究の推進方策 

 本研究は順調に推移しており、従来の計画にあ

るようにサイバー空間情報の蓄積を行うとともに、

開発したサイバー空間解析ツールを利用すること

で、サイバー空間の時間的遷移等新たな軸からの

解析を試みたい。 
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